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Ⅰ 本 部              
                                      

１ 基本方針 

「平方学園の教育（改訂版Ⅱ）」「第三次教育計画」に基づく教育活動・保育活動を実現する。 

 

２ 財務基盤の健全化、財務体質の強化 

(1) 財務内容の分析に基づく財務体質強化の具体的な計画を策定し、推進する。 

(2) 学園の将来に向けての施設整備に係る資金積み立て計画を含めた財務計画を策定する。 

 

３ 施設・設備整備の重点 

(1) 高校・幼稚園施設の将来を見通しての今後の整備計画を策定する。 

(2) 各所属のデジタル化整備を推進する。 

（3）高校・幼稚園施設の危険箇所の点検を行い、安全管理に努める。 

 

４ 教職員研修の充実 

（1）教育・保育に対する教職員の資質向上、視野の拡大を目的とした研修を実施し、学園人材の育成に取

り組む。 

（2）学園の組織力の向上を目的とした教職員研修を実施する。 

 

５ 事務部門の体制づくり 

（1）法人本部・高校・園・児童クラブの事務の一体化を進め、事務部門の強化・機能充実と事務処理の 

効率化を推進する。 

 

６ 情報発信力の強化 

(1) 学園・高校・園・児童クラブの情報の収集・発信等を進める。 

(2) 各学校の沿革資料等の整理、及び周年事業に係る資料作成を進める。 

(3) 平方学園 90 周年記念行事を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ 

 

Ⅱ 明和県央高等学校 

 

１ 基本方針 

（1）「平方学園の教育（改訂版Ⅱ）」「第三次教育計画」に基づく教育活動を実現する。 

（2）日本大学との教育連携を通じて、生徒への学習及び進学支援を徹底し、県内公立高校及び県内他私立

高校との差別化を図る。 

 

２  優先事業 

（1）入学定員の確保 

   ① 本校生と中学生の交流機会を工夫する。 

 ② 教職員の「伝達力」・「プレゼンテーション力」向上を図り、広報力を強化する。 

（2）大学進学実績の向上 

   ① 進路指導部が主導し、目標の達成に向けた集団指導体制を構築する。 

 ② 日本大学との交流（見学を含む）に加え、コースに応じた体験型行事等を体系化する。 

   ③ 授業の質的向上を図ると同時に、生徒に応じた個別学習指導を徹底する。 

（3）日本大学教育連携事業の強化 

   ① 文理学部以外の学部と高大連携に関する協定書締結に向けた交渉を継続する。 

 ② 文理学部の単位修得事業（N 進コース対象）を実施する。 

 ③ 日本大学指定校推薦枠拡張に向けた交渉を継続する。 

(4) 実用英語技能検定及び日本漢字能力検定準２級以上の合格者数拡大 

 ① クラス経営に、計画的な受検指導を位置づける。 

 ② 教科と学年が連携し、対策講座・個別指導等を計画的に設定する。 

(5) 生徒の学力向上に資する教育活動の推進 

   ① 教員自身が大学入学共通テスト（以前の大学入試センター試験）の正答率９０％以上の力を維持し、

自信と責任をもって生徒の学習指導・進学指導に取り組む。 

   ② タブレット端末・プロジェクター等を有効且つ日常的に活用し、授業中における生徒活動の機会・

課題解決の機会を工夫する。 

 ③ 学校行事・生徒会行事等を工夫する（生徒が活躍する機会を準備し、指導・支援する）。 

 ④ 生徒が対外的に活躍する機会（コンクール等）を準備し、指導・支援する。 

 

３ 長期的な視点から準備を開始する事業 

(1) １０年後を見越した人材の育成 

① 学校運営の視点から企画・提案できる教員及び職員を発掘・育成する。 

② 人材育成に有効な教職員研修（研究会）を実践する。 

(2) 国際交流事業の再開に向けた準備 

   ① 修学旅行・海外研修旅行等を体系的に見直す。 

   ② 台湾留学サポートセンターとの連携を強化し、生徒の進路実現の幅を拡大する。 

(3) 校内 ICT 化計画の策定 

   ① 施設設備を見直し、計画的に改修・新設を進める。 

   ② ICT 化推進に向け外部支援員を整備し、教職員サポート体制を構築する。 

(4) 施設長寿命化計画の策定 

   施設（設備）の現状を把握し、改修及び見直し対象施設の選定を進める。 

(5) 将来を見通した予算案の策定 



 

３ 

 

Ⅲ 幼保連携型認定こども園明和幼稚園 

 

1 基本方針 

（1）「平方学園の教育（改訂版Ⅱ）」「第三次教育計画」に基づく教育・保育活動を実現する。 

（2）特色ある教育の充実を図るとともに、社会の変化に対応した園運営を推進する。 

（3）園の独自性を重視し、園児数の確保と地域の信頼を得るように努める。 

 

2 特色ある三つの教育の推進 

（1）「36 の動作」 

  ① 0 歳児から年長児までの年齢に応じた運動への取り組みを充実する。 

  ② こども体育研究所（体育教室）との連携を図り、体力作りに特化した指導に取り組む。 

（2）「絵本タイム」 

  ① 保護者による定期的な「読み聞かせ」を行い、本に対する園児の関心を高めるとともに、家庭にお

ける「読み聞かせ」の大切さの理解を深める。 

（3）「どこでもイングリッシュ」 

  ① ALT が作成した指導計画に基づき、年齢に応じた実践に取り組む。 

  ② 学年毎に到達目標を設定し、年度末に到達状況を確認する。 

  ③ 保護者参観の際に、学んだことを園児が発表することにより、英語教育に対する理解を深める。 

（4） 全学年で取り組んでいる上記の特色ある三つの教育の実践例をホームページ等で積極的に情報発信し、 

PR する。 

 

3 教育・保育の質の充実 

(1)  保育教諭 

① 園内研修の強化を図り、専門職として資質・能力の向上に取り組む。特に新任者への研修に力を入 

れて取り組む。 

  ② 園内外で行われる研修へ積極的に参加できるよう人員の配置に配慮する。 

  ③ 学年の教諭と中間管理職とが話し合う時間を確保し、問題点の共有化、職員間の連携を図る。 

  ④ 3 歳未満児、3 歳以上児を担当する保育教諭間での情報の共有に力を入れ、園として、一体感のあ

る教育・保育を推進する。 

（2）幼保小の連携（架け橋） 

  ① 幼保小の先生で連携を図り、子どもの成長が途切れることなく支えられような指導計画の策定に取

り組む。 

  ② 関係する機関と必要な情報の交換・共有を行い、保育の充実を推進する。 

 

4 円滑な運営 

（1）保育教諭の安定的な確保に努め、働きやすい職場環境を整える。 

（2）児童クラブとの連携を図り、相互の信頼関係を深める交流について検討する。 

（3）保育を必要とする 2 号認定児(3 歳以上児) 、3 号認定児（3 歳未満児）の増加に対応し、教育時間後

の保育体制の強化及び保育内容の充実に取り組む。 

(4) 保護者への情報発信のサイトを切り替え、分かりやすさ、迅速さに加え、手紙等をカラー化すること

で、園への関心を高める。 



                                          

４ 

 

Ⅳ 明和児童クラブ 

 

１ 基本方針 

 (1) 「平方学園の教育（改訂版Ⅱ）」「第三次教育計画」に基づく教育・保育活動を実現する。 

(2) 円滑な運営や質の高い教育・保育を支えるための環境整備をさらに充実させる。 

 (3) 職員の協働により、特色ある運営及び教育・保育を創出する。 

  

２ 環境整備の充実 

（1）新しい施設における備品や遊具、教材教具の整備に務め、よりよい保育環境の実現を目指す。 

(2) 備品や遊具、教材教具の配置や保育方法の工夫など、新しい施設の有効活用に向けて、検討を続 

けるとともに、具体的な取組を始める。 

(3) 支援員や補助員の安定的な確保に努めるとともに、職員の資質向上に取り組む。 

(4) 安定的な運営に向けて、入会に係る対象や児童数等、児童の受け入れ体制の確立を目指す。 

 

３ 特色ある運営及び教育・保育の創出 

 (1) 親子に寄り添った運営及び教育・保育の推進  

① ホームページや通信物等を通して情報発信を積極的に行うとともに、日常的な情報交換を充実さ 

せながら、保護者との信頼関係を構築する。 

② 児童の言動や態度等について、職員で日常的に情報交換を行うとともに、保護者との個別相談、 

児童との個別指導・相談を積極的に実施する。 

③ 長期会員制度や臨時利用制度等を活用するなどして、親子の様々な状況に即し、また、個に応じ 

た保育要望への対応に取り組む。 

④  体育教室、ピアノ教室、ECC などに希望者が通えるように、各運営者と連携を図る。 

(2) 教育的機能を備えた運営と教育・保育の質の維持・向上  

① 宿題や生活への支援を充実させ、学習習慣や基本的生活習慣の定着を図る。 

② 積極的な生徒指導を実施し、人間関係づくりへの支援を行う。 

③ 社会性や人間性の伸長を図れるように、異年齢・異学年間の交流を工夫する。 

④ 長期休業中には、保護者に負担をかけずに、児童の可能性を引き出したり伸ばしたりできるよう 

な様々な催しを開催する。 

 

４ 特色を創出するための前提となる運営の充実  

(1) 児童の安全確保を最優先した運営の徹底   

① 送迎時や屋内外での教育・保育時における安全を最優先するとともに、避難訓練を定期的に実施 

する。また、新型コロナウイルス等の感染症予防に万全を期す。 

(2) 明和幼稚園や各小学校、市などと連携した運営の充実 

①  幼稚園との間の報告・連絡・相談を密にし、相互に信頼感のある運営を推進するとともに、児童 

と幼稚園児との交流についても検討する。 

②  各小学校や子育て施設課とも連携を密に取り合い、運営の充実に取り組む。 


